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■■  ははじじめめにに  
乾燥ストレスは植物の生育に大きな悪影響を及ぼし、

農・資源作物の収量を制限する要因の一つである。植物
体の表面にある気孔は植物の水分量の調整およびガス交
換に重要な役割を果たしている。気孔を介した蒸散が植
物の水分損失の大部分を占めることから、気孔の開閉や
数の制御は乾燥ストレス耐性研究において重要な解析対
象である。我々は乾燥ストレス耐性に関わる新規の有用転
写 因 子 候 補 の 探 索 を 行 っ て お り 、 SHOOT 
GRAVITROPISM 5（SGR5）を候補として見出した。SGR5は
もともと、シュートの初期重力屈性を制御する転写因子とし
て見いだされ、乾燥ストレス耐性への関与は報告がなかっ
た。そこで我々はSGR5がどのように乾燥ストレス耐性に関
与しているのかを調査することにした。SGR5過剰発現株は
乾燥ストレスに耐性を持つがSGR5機能欠損株は感受性で
あった。さらに調査を進めると、SGR5が気孔の形成および
開閉の双方に関与する可能性が示唆された。 
 

■■  活活動動内内容容  
１．SGR5遺伝子組換え体の地上部の水分損失量測定 
 植物体地上部を切り取り，重さから水分損失量を測定し，
算出した。SGR5過剰発現株は乾燥ストレス耐性を示し，
SGR5機能欠損株は乾燥感受性を示した。 
 
２．機能解析 
●SGR5遺伝子の発現解析 
 SGR5の発現部位を探索するため，SGR5プロモーター 

にGUSを付加した組換え植物体を用いて組織化学的染色
を行った。 SGR5プロモーターの活性は主に主脈の部分
で観察された。また，気孔を形成する孔辺細胞でも観察さ
れた。 

 
●気孔開口度測定 （図１） 
 植物は乾燥ストレスを感じると、アブシジン酸(ABA)に

よって気孔を閉じる。そこで，SGR5機能欠損株を用いて、
ABA誘導の気孔閉鎖について調査した。SGR5機能欠損
株ではコントロールである野生型と比較して、ABAによる
気孔閉鎖誘導に差異は見られなかった。しかし興味深い
ことに、気孔閉鎖を誘導する要因の１つである暗闇に対し
ての応答が弱まっていた。 
 
 

●気孔密度測定 （図２） 
植物は乾燥ストレスに対応して気孔の数を調整すること

も知られている。SGR5過剰発現株およびSGR5機能欠損
株を用いて葉の気孔密度を測定した。SGR5過剰発現株で
は気孔密度が低下し、SGR5機能欠損株では気孔密度の
増加傾向を示した。 
 
■■ままととめめ  
 ・乾燥ストレス耐性機構に関与する新規の転写因子候補
としてSGR5を見出した。 
・SGR5は乾燥ストレス耐性に正の機能を果たす 
・SGR5はABAによる気孔閉鎖へ関与する可能性は低いが、
暗闇による気孔閉鎖誘導に関与する可能性がある 
・SGR5の機能は気孔密度に影響を与える 
 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  

乾乾燥燥スストトレレスス耐耐性性機機構構にに関関与与すするる  
新新規規転転写写因因子子候候補補SSGGRR55のの機機能能解解析析  生生命命科科学学  

図図 1 SGR5機機能能がが気気孔孔開開閉閉にに与与ええるる影影響響のの模模式式図図 

図図 2 SGR5 機機能能がが気気孔孔密密度度にに与与ええるる影影響響とと乾乾燥燥スス
トトレレスス耐耐性性ととのの関関連連模模式式図図  
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